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無
会
派　
　
　大

名
美
恵
子 

議
員

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
及
び
企
業
主
導

型
保
育
事
業
の
固
定
資
産
税
に
課
税
標

準
の
特
例
を
導
入
し
、
事
業
の
推
進
を

図
る
こ
と
に
反
対
。
公
的
保
育
の
拡
充

を
目
指
し
、
無
資
格
者
に
よ
る
保
育
や

待
機
児
童
解
消
に
は
つ
な
が
ら
な
い
な

ど
問
題
あ
る
事
業
は
廃
止
に
。

　

無
会
派　
　
　大

名
美
恵
子 

議
員

　
「
現
在
の
国
民
年
金
で
は
暮
ら
し
て

い
け
な
い
」
は
、
多
く
の
国
民
の
訴

え
。
住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
が
自
ら

　

光
風
会　
　
　江

田　

五
六 

議
員

　

特
権
的
と
い
わ
れ
た
議
員
年
金
が
廃

止
に
な
っ
て
わ
ず
か
６
年
。
私
た
ち
議

員
の
安
定
し
た
老
後
の
た
め
の
年
金
の

確
保
を
考
え
る
前
に
、
国
民
・
村
民
の

厳
し
い
年
金
の
現
状
に
、
目
を
配
る
必

要
が
あ
る
。
国
民
・
村
民
の
理
解
は
得

ら
れ
な
い
。

　

　

公
明
党

岡
崎　
　

悟 

議
員

　

平
成
23
年
の
年
金
制
度
廃
止
に
伴
う

衆
参
両
院
か
ら
の
付
帯
決
議
に
基
づ

き
、町
村
議
長
全
国
大
会
で
決
議
さ
れ
、

そ
の
要
請
を
受
け
た
発
議
。
地
方
議
員

の
厚
生
年
金
制
度
は
、
新
た
な
人
材
確

保
と
若
返
り
、
そ
し
て
村
議
会
存
続
の

た
め
に
必
要
な
制
度
。

承
認
第
１
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
東
海
村
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

発
議
第
２
号

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制

度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

６
月
定
例
会

各議員の賛否（議案で賛否の分かれたもの）
新政とうかい 光風会 豊創会 公明党 無会派

結果
鈴
木　
　

曻

飛
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静
幸

村
上　

邦
男

舛
井　

文
夫

大
内　

則
夫

越
智　

辰
哉

河
野　

健
一

武
部　

愼
一

吉
田　

充
宏

寺
門　

定
範

笹
嶋　

士
郎

新
垣
麻
依
子

江
田　

五
六

恵
利　

い
つ

村
上　
　

孝

阿
部　

功
志

岡
崎　
　

悟

植
木　

伸
寿

大
名
美
恵
子

清
宮　

寿
子

承認第　１号 ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 承認

承認第　２号 ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 承認

発議第　２号 ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × × 可決

○…賛成　　　×…反対

賛成反対

反対反対

論

討

【

】

討
論
と
は
…
自
分
の
意
見（
賛
成
ま
た
は
反
対
）を
表
明

し
、そ
の
意
見
に
反
対
す
る
者
や
、賛
否
の
意

思
を
決
め
て
い
な
い
者
を
、自
分
の
意
見
に
賛

同
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

議 案 名 と 要 旨
承認第　１号 専決処分の承認を求めることについて（東海村税条例の一部を改正する条例）

　軽自動車税率のグリーン化特例の見直しや固定資産税の課税標準の特例措置の導入など、地方税法等の
改正に伴う条例の改正

承認第　２号 専決処分の承認を求めることについて（東海村都市計画税条例の一部を改正する条例）

　都市計画税の課税標準の特例措置や法律改正に伴う条項のズレを改正するなど、地方税法等の改正に伴
う条例の改正

発議第　２号 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書について

　地方議会議員の厚生年金制度加入のための法整備を早急に実現することを求める意見書

の
生
活
保
障
と
成
り
手
を
確
保
す
る
た

め
に
と
厚
生
年
金
加
入
を
求
め
、
公
費

負
担
の
増
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
は

反
対
。
国
民
年
金
の
充
実
こ
そ
必
要
。


